

























受容 (寺岡)､日本におけるフロイトの受容 (全開)､日本文学のフランス語訳の再検討 
















寺岡孝憲 言語文化学専修コース .教授､近代 ドイツ文学 (代表 )
金閣 猛 哲学芸術学専修コース ･教授､フロイト研究､比較文化論
萩原直幸 言語文化学専修コース ･准教授､近代フランス文学
大杉 洋 言語文化学専修コース ･准教授､近代 ドイツ文学
ローデリヒ･ガ - トゲ 国際協力教員 ･教授､ ドイツ語 ドイツ文学
ミシェル ･ドボアシュ 国際協力教員 ･准教授､現代 日本文学 
6 研究発表会の記録
最後に 2年間の研究発表会の記録を掲げておく｡
第 1回 : 2010年 2月24日 (水)
金関 猛 ｢フロイトの精神分析の日本における受容｣
第2回 : 2010年3月 23日 (火)
寺岡孝憲 ｢カフカと戦後日本｣
第3回 : 2010年4月30日 (金)
ミシェル .ドボアシュ ｢大岡昇平と r美女と野獣』～ボーモン夫人のコントとコク トー
の映画をめぐって｣
萩原直幸 ｢ルネ ･シフェ-ルと日本の古典～r雨月物語 J｢吉備津の釜｣のフランス語
訳について｣
第4回 : 2010年 7月29日 (木)
ローデリヒ･ガ- トゲ ｢宮崎駿アニメの ドイツでの受容が遅れた諸事情｣
大杉 洋 ｢ゲーテ F西東詩集｣】における文化受容と翻訳について｣ 
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